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ヒ トラー ・フ ァ シズ ム と闘 った人 び と(1)
二 人 の マ リア
反 ファシズム抵抗運動 に捧 げた生涯
中 村 浩 平
まえがきにかえて
激動 の20世 紀 が過 ぎよ うと して い る。 いろいろな出来事、事件、 そ して
戦争 に多 く彩 られた世紀 であ った。20世 紀 を象徴 す る言葉 はい くっ もある
と思 われ るが、「戦争」 とい う言葉 は疑 いな くこの世紀 を表 す キ イ ワー ド
の一 っ と言え るで あろ う。国家 間の戦争、多数 の国家 を巻 き込 んだ大規模
な戦争(世 界大戦)、 国家 内の民族対立 に基 づ く小規模 な戦争(民 族紛争)
が この世紀 を通 して間断な く起 こって いた。 そ して さ らに世紀 末の いま国
家 間で はない、国内 にお ける内戦 や民族紛争、 テロな どの小 さな紛争が止
む ことな く、世界 の各地で勃発 し、21世 紀 へ となだれ込んで い く様相 を呈
して い る。人類 はこの よ うな民族 間 の争 い、地域間 の争 い、異 な った宗教
間の争 い、っ ま り一言で いえば大小 問わずの 「戦 争」を、 テロを も含 めて ・
21世 紀 の近 い将来 にはた して克服 で きるのであ ろ うか。 あ るいは次 の世紀
に於 いて も依 然 と して止 む ことな く続 くのであ ろ うか。
ところで ドイ ツは、20世 紀前半 に一方 の当事 者 と して二っ の世界大戦 に
大 き く関 わ った。二 っ と も悲惨 な結果 を周辺諸国 の人 々、 と りわ け占領地
域 の人 々、 そ して ドイ ッの人 々 に ももた らしたが、 と りわ け ヒ トラー政権
下 にあ った ときに行 った第二次世界大戦 はいろいろな意味で これ までの戦
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争 に は見 られ ない問題 を含 み、規模 の大 きさ もさることなが ら、未曾有 の
ものであ った。 この戦争 中 に、 ドイ ッの国内 および ドイ ッ周辺 の支配地域
で ナチスが密 かに遂行 した計 画的大量 殺人、す なわちアウ シュヴ ィッッと
い う言葉 に象徴 され る事態、 いわゆ るホ ロコース トは、半世 紀以上 を経 た
今 日で も未だ に軋み なが ら、 われわれ人 類の上 に覆 い被 さ って いる。 そ し
て、 この一 っの民族 を この地上 か ら抹殺 して しまお うとす る試 み は、何 の
罪 もない非戦闘員 を無差別 に殺獄 した ヒロシマ、 ナガサキへの原爆投下 と
同様 に・人類が決 して忘 れて はな らな い ことであ り、単 にナチスの蛮行 で
あ ることを越 えて、われわれ人類 が次 の世紀 へ絶対 に持 ち込 んで はな らな
いのであ る。
ア ウシュヴイ ッッ、 ヒロシマ と、今世 紀 の戦争が もた らした惨事 は人 間
を無差別 に、 しか もあ る点で は極 めて効果 的かっ合理 的 に人間 を殺す とい
う、 いわ ばかって例 を見 な い戦争 の工場化 とい った現 象を現 出 させ た。人
間に幸 せを もた らす筈 の科学 が、 そ う信 じて人類 は科学信仰 にのめ り込 ん
で い ったのだが、 われわれに もた らした ものの一っが ほか な らぬ戦争 であ
った。今 日の科学文明 の辿 り着 いた究 極の姿 の一っが戦 争の形態 を とって
われわれ人類 を脅か して いると言 って よいであろ う。近代兵 器 の とどまる
ところを知 らない研 究開発 とその成果 は、 いか に効果 的 に殺人 を完遂す る
かが究極 目標 であ るだ けにグ ロテス クだが、 アウシュヴ ィッツと ヒロ シマ
は・換言 すれば、今 や姿 を変えて、 さ らに鋭 く鮮 明な形 を取 って湾岸戦争
のイ ラクや民族紛 争 の コソボに現 れて いる と言え よ う。
ヒロシマに原爆 を投下 したエ ノラ ・ゲ イ号の ほん の数 名の乗組員 だけが
自分 た ちの した行 為の結果 と して原爆 の キノ コ雲を上空 か ら見 たのだが、
その原爆雲 の下で いか なる惨 事が展開 して い るか は想像 で きなか った に違
いな い。 それか らほぼ半世紀 、 イ ラクや コ ソボの上空 で、パ イ ロ ッ トは計
器 に したが って、 目標 を狙 って ミサイル発射 のボ タ ンを押す。一分 の狂 い
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もな く目標 を捕 らえ、破壊 す る任務 を全 うす るため にで ある。 こ こには、
ヒロ シマか ら基本 的 には何一 っ変わ って はいな い姿が見 られ る。 そ こには
想像力 の展開 す る余地 は全 くない。 それ はまるで 自動車工場 で組立工 が ネ
ジー っお ろそか にせず、 しか も時間内 に正確 に こなす作業 と同 じで ある。
そ して戦争 に直接関 わ って いな い地 域 のひ とび とは、工場見学 よ りはるか
に リラ ックス して、 コカ ・コー ラを飲 みなが ら、 テ レビで攻撃 目標 が ミサ
イル によ って瞬時 に破壊 され るのを観客 と して見 てい る。 これが現代 の、
いわば一 っの到達 点 にた っ した科学 の成 果 と しての戦争 の姿 であ る。
アウ シュヴィ ッツで はガス室 の殺 人か ら焼却炉 での死体焼却 までの一連
の作業 は、 む しろ手作業 によ るよ りプ リミテ ィー ブな形 で行 われていた。
しか し基本 的 に事 態 は変 わ って はいなか った と言 えよ う。 そ こで は殺人工
場 と して、 い ささか効率 は悪 いが死体焼却作業 を計 画通 りに、淡 々と、無
感動 に、無関心 に進 めて い く。一 つ の死体 の背景 には様 々な人間 の個 人 と
して の歴史 があ る筈 だが、 ここで はそのよ うな ものは全 く問題 とされない。
む しろお びただ しい死体 を前 に して、 ひ との想像力 その ものを閉 め出 し、
拒絶 す る現実 がそ こにはあ ったのであ る。
いま20世 紀 を終 え ると き、 われわれ は今 までの生 き方 を変 え なけれ ば未
来 はない とい う瀬戸 際 に きて い ると言 え る。 これ まで ある意 味で人類 は好
き勝 手放 題 を して きたが、 その付 けと して いま地球上至 る所 で環境破壊、
環境 汚染 に直面 してい る。 そ して、 もし何 の強力 な手 も打 たない ままにこ
の事態 が進 む と、 もはや地球 は保 たない状況 に追 い込 まれて い る。 そ して
これ は人類 だ けの問題で はない。地球 はいわば本来 的 に人類 を含 めて動物、
植物 とい った他 の存在 との共 同体 であ る。 それ故、われわれ はいま この視
点 を もって他 の存在 を含 めた 自然 との共 存を図 り、共生 を押 し進 め るべ き
で あろ う。
今世紀 を特徴 づ けて きた 「戦争」 は これ以上 まさる もの はない人為 によ
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る一大破壊行為 で あ り、すべての地 球共同体 の構成員 の生 存 にと って最大
の利敵行為で あ る。「戦争」 はまた最大 の無益 な浪費行 為 で あ り
、 環境 破
壊、環境汚染 を一段 と押 し進 めて揮 らない。われわれ は地球 ・環境保護 と
い う新 しい概念 を手 に入れ たが、 これ か らはこれ こそ 「戦争」 に取 り替 わ
って次 の世紀 の キー ワー ドとな るべ きであ ろ う。 その ために もわれわれ は
、
今 までわれわれが歩ん で きた過去 を振 り返 り、 その意 味 を問 い、 自分 の も
の と して しっか りと捉 え、 それを未来 に繋 いで行 く必要が あろ う。
ファシズム体制 は本来 的 に自己の体 制保 持 ・発展 のため に、暴力 によ っ
て人 々を支配 し、抑圧す るとい う特性 を持 って いるが、 さ らにはそ の手段
と して最大 の暴力で あ る戦争 を発動 した。 ドイ ツで もヒ トラーが政 権 を掌
握 し・ ドイツ国民 を戦争 に駆 り立て るべ く国 内の引 き締 め を し始 め、反対
者 をテ ロ行為 で脅迫 し、 さ らに矯正収 容所 に精神改造 と称 してぶ ち込 む な
ど一連 の乱暴狼籍 を働 いて いるとき、 国家総動員法 の もとに全国民 ・全国
家組織が戦争遂行 のため に戦争準備体 制 に組 み込 まれ 、 駆 り出 され た と
き、 しか しこのよ うな状況 の中で も、 この全体主義 的国家総動 員体制 に反
対 し、抵抗 し、挑 み、闘 った人 び とがい た。 彼 らは決 して多 くはなか った
が・ 巨大 な ヒ トラー ・ファシズム体制 に対 して怯 む ことはなか った。 しか
しなが ら強大 な ヒ トラー ・ファシズム体制 は微塵 も揺 るがず、彼 らはほぼ
制圧 され、沈黙 を強 い られ た。彼 らは保守主義者、共産主義者、社会民 主
主義者・ キ リス ト者 であ ったが、彼 らの闘 いの火 は しか し残 り火 とな って、
灰 の下 で決 して消 え ることな く、息 を潜 めて、機 会 の到 来 を待 って いた。
そ して・ やがて ヒ トラー ・体 制崩壊 と ともに残 り火 は種 火 とな って、 新 し
い時代 の原動力 とな ったのであ る。
ヒ トラー ・フ ァシズム体制 に対 して闘 った人 び との中に は、闘 いを放棄
した人、闘 いを裏切 った人、 闘いで倒 れ た人、闘 いを生 き抜 いた人 な どさ
まざまいるが、 ここで は反 フ ァシズ ム抵抗運動 の真 の意味 で中核を担 った
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人 び とに焦 点 を 当 て て そ の人 た ち の軌 跡 を 追 い求 めて み た い。
1.マ リ ア ・ ラ イ トナ ー
1.マ リア ・ラ イ トナ ー と は誰 か1)
ク ラ ラ ・ツ エ トキ ンの 、軍 国主 義 に対 して闘 い、 革 命 の遺 産 を護 り・ 民
主 主 義 を根 付 か せ るた め に"す べ て の 所 で あ らゆ る武 器 を と って敵 と戦 う
準 備 を しよ う"と 言 う 「若 き前 衛 隊 」 紙 上(1919年6月7日)で の プ ロ レ
タ リア女 性 へ の呼 掛 け に応 じて、 多 くの優 れ た女 性 達 が行 動 を開 始 した。
彼 女 達 は共 産 主 義 者 で あ り、 あ る い は社 会 民 主 主 義 者 で あ ったが 、 熱烈 な
プ ロ レ タ リア的心 情 を もっ 国 際 主 義 者 で もあ った 。 彼女 達 は深 い内 的 確 信
か ら革 命 家 と して 反 フ ァシ ズ ム運 動 家 と して そ の道 を歩 ん だ の で あ り、 そ
の多 くはす で に若 い 頃 か ら国 際労 働 運 動 の中 で帝 国 主 義 、 植 民 地 主 義 、 フ
ァシ ズ ムそ して戦 争 に反 対 して 闘 って い た。 彼 女 達 は全 て の人 々 が そ の出
自 あ る い は人 種 に依 って差 別 を受 けな い社 会 的 平 等 と正 義 を求 め て・ 諸 民
族 の為 に平 和 を求 め て 闘 った。 彼女 達 は この政 治 的課 題 を一 生 涯 ま さ に人
生 を 賭 けて追 い求 め た ので あ るが、 彼 女 た ち の生 きた 激動 す る時 代 もま た
その こ とを彼 女 た ち に要 求 した の で あ る。 あ る者 は取 り巻 く時 代 の激 流 の
中 に姿 を没 し、 あ る者 は逆 巻 く時代 の波 を乗 り越 え て勝 利 の 日を迎 え た の
で あ った。
こ の様 に高 く理 想 を掲 げ そ の実 現 の為 に一 身 を捧 げ た女 性 た ち の 中 に、
今 日で は殆 ど忘 れ去 られ て しま って い る反 フ ァ シズ ム作 家 マ リア ・ライ ト
ナ ー が い た。
1938年7月26日 に亡 命 者 と して ニ ュー ヨー ク に到 着 した オ ス カ ー ・マ リ
ア ・グ ラ ー フ は8月9日 に 「AmericanGuildforGermanCultural
Freedom」2)の 創 設 者 フベ ル トゥス ・フ リー ドリ ヒ ・プ リンツ ・ツー一・レー・
s
ヴェ ンシュタイ ンに手 紙 を送 り、"さ ほど有名 な作家 で はあ りませ ん が
、
非常 に積極的 な反 フ ァシズム作家 が居 ります。 ・・彼女 は良質 の作 家で あ
り・極 めて勇気 の ある人で、 かっ控 え 目な女性 で もあ ります。 …3)と
書 き、 マ リア ・ライ トナーの支援 を要請 して いる。
また ア ンナ ・ゼ ーガース もほぼ同 じ頃の8月20日 に同団体 に手紙 をだ し、
す でに既知 の間柄 で あ るかつ ての同僚 につ いて、"才 能 豊 か な作 家 で 、 優
れた勇敢 な報道作 家"で あ る と書 き、 更 に"彼 女 はきわ めて逼迫 した状 態
の中で生活 して ます。彼女 の物質的 に劣悪 な状 況 と仕事 の質 を考 え ます と
、
緊急の援助がぜ ひ必要 で しょう。"4)と続 けて、 マ リア ・ライ トナーへ の資
金援助 を必 ずす るよ う求 めて いる。
グラー フとゼーガースがその文学 的才能 を評価 し、 その人柄 を惜 しんで
なん とか困窮 の中か ら救 いだ そ うと した この小柄 で華奢 で真面 目な女性 は、
この頃すで に亡命生活 が5年 以 上 に も及 び、三度 目の亡命地 フランスが活
動拠点 で あ った。 しか しこの間一 貫 して反 ファシズムの非合法活動 に従事
して いたため、世 人の視野 か らは完全 に消 え去 って いた。
マ リア ・ライ トナーの非 合法 の反 フ ァシズム活動 に就 いて は断片 的な情
報 しか残 って いないが、彼女 は しば しば ドイッ本国 に潜 入 し、貴重 な情報
を もた らした し、 またザ ール地方 に度 々潜伏 し地下抵抗運動 を して いた ら
しい ことが判 ってい る。国 際主 義的連帯 の下 に彼女 は危険 な仕事 を勇敢 に
遂行 した。 だがや がて フ ランス も ドイ ツに降伏 し、他 のすべ ての亡命者 同
様 活動拠点 を失 うことにな り、彼女 の運命 も次 第 に袋 小路 に追 い込 まれて
行 くのであ る。
2.生 い立 ち
マ リア ・ライ トナ ー はオ ー ス トリア 講ハ ンガ リー帝 国 の ヴ ァラ ジュ デ ィ
ン(現 在 の ク ロ ア チ ア)で1892年1月19日 に建 設 業 を営 む家 庭 に3人 姉 弟
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の第1子 と して生 まれた。様 々な民族 の血 が入 り混 じった ドイツ語 を話 す
ユ ダヤ系 の一 家であ った。従 って彼女 は子供 の頃か ら家庭 的背景 として広
く世 界の中へ飛 び出 して行 く素 地 をす で に持 って いた とも言 え よ う。 しか
し同時 に彼女 の将来 に は良 き市 民階層 の子 女 として の進 むべ き道 も示 され
て いた。弟 が2人 お り、マキ シ ミリア ンと ヨハ ンとい った。 この弟達か ら
将来 の生 き方 に就 いて大 きな影響 を うけ ることにな る。5)
末弟 ヨハ ンが誕 生 して程 ない1896年 に、0家 はブダペ ス トへ移 住 した。
この移住 はマ リア ・ライ トナーに大都市 の もっ世界 に広 く開 かれた教育 を
受 ける機 会を与え た。6)彼女 はこ こで1902年 か ら1910年 まで ハ ンガ リー一王
国立 ブ タペ ス ト高等女学校 へ通 学 した。 当時 ハ ンガ リーで は女性 の大学入
学 はまだ不可 能で あ ったので、彼女 は ジ ャーナ リス トにな るべ く条件 を整
えるためスイスに学 び7)、1913年 か ら、地元 の大衆新聞 「タ刊」社 で記 者
と しての人生航路 を歩 み始 めて いる。 その頃、彼女 を取 り巻 く時代 はまさ
に大変動 を予感 させ波乱含 みの様相 を呈 していた。
第1次 世界大戦 が勃発す ると、彼女 は外 国特派 員 として、特 にス トック
ホルムか らブダペス トの各紙へ記事 を送 った。戦争 の結果 はハ ンガ リー に
おいて も急速 な反軍 国主義 的運動 を呼 び起 こ し、急進 的で、革命 的志 向を
もっ知的 な若者 の大部分 はここに糾合 した。2人 の弟 は、 ブ ダペ ス トで
「ガ リレオ ・サ ークル」 とい う名称 の偽装 して いた グル ー プの メ ンバ ー と
して この運動 に積極 的に参加 していて、 マ リア ・ライ トナーは徐 々に弟 た
ちの革命 的な考 え方 に影響 されて、連帯 す るよ うにな った。彼女 は急速 に
政治的 に 目覚 めた極 あて活動 的な ジ ャーナ リス トに変 わ ってい った。 当時
の 「ブダペス ト新報」 に彼女 は"興 味深 い、 自立 した女 性"8)と して書 か
れて い るとい う。 ・
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3.ベ ル リー ン滞在
マ リア ・ライ トナーの生涯 と創作 活動 は弟 たちの生 き方 と密接 に結 びっ
いて いる様 に思 われ る。弟 たち と同様 コ ミュニス トとな った彼女 は、ハ ン
ガ リー ・ソヴェ ト共和国崩壊 後 ホルテ ィの 白色 テロの暴威 か ら逃 れて、先
ず ウ ィー ンへ、 さらにベル リー ンへ と行 った。 当初 ベル リー ンで は、生 活
資金 もあ ま りな く、 また無名 のま ま過 ごさな ければな らなか ったが、弟 ヨ
ハ ンと職 業上 あ るい は政治的課題 を共 に遂 行す る中でm結 びっ きを深 め
てい った。彼女 は以前 に もま して活発 に共 産主義運 動 に没頭 したが、 この
時期 に ジャ ック ・ロ ン ドンの 「鉄 の踵」 のハ ンガ リー語訳 を雑誌 「新 たな
前進」 に記載 し、 また 自 ら編集 し、注釈 し、結 語を書 いた 「チベ ッ トの乙
女 たち」 と云 う翻訳集 をベル リー ンのア クセル ・ユ ンカー出版社 か らだ し
てい る。
1925年 に メデ ィア ・コ ンッェル ンの ウル シュタイ ン出版社 は、読者 に絶
えず新 しい読 み物 を提供 す るた めに、世界各国へ有能 な報道 作家 を派遣 し、
いわゆ る内幕物 をル ポさせ る企画 を立て た。才能豊か な若 い、亡命者 のマ
リア ・ライ トナ ーが、仕事上 の発展 と生計 を安 定 させ るため に、 この機会
を利用 したの は当然 の成行 きであ った。 こう して ウル シュ タイ ン社 は、若
くて才能 があ り、 冒険心 に富 んだ女性 を発掘 し、直 ちに彼女 を、彼 の地で
の就職状況 を詳 しく調査す る とい う困難 な課題 を与 えて、 ア メ リカへ派遣
したので ある。 以後1928年 まで約3年 間北米 、中米 、南米 に滞在 し、 そ こ
での さまざ まな体験報告 を このベル リー ンの大 出版社 の各月刊誌や 日刊紙
に載 せて いる。彼女 は旅行者 と して旅 を したので はな く、 またそのため に
は資金 も十分 で はなか ったので、各 滞在先 で様 々な社会で下 働 きの仕事 を
しなが ら、 ア メ リカ大 陸を隈な く歩 いた。 そ して80箇 所以上 に も及 ぶ場所
で の体験 は、貧 しい人 々や搾 取 されて いる人 々の視点 か ら20年 代 の アメ リ
カ社 会の在 り様 を捉え、社会 的弱者 の労働条 件や生活条件 にっいての真正
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な物 的基礎 的資科 を得 たので あ った。9)その際、 マ リア ・ライ トナ ー は絶
えず婦人 問題 に特 別な注意 を払 って いて、 それ らはやがて、「タ ベの世界」、
「労働者画報」、r婦 人 の道」 と云 った左翼 系の新聞 に現 れ る様 に な る。 彼
女 は、実 際 に 自分 の 目で見 た こと、 あるいは少 な くとも徹底的 に調べ た こ
とだ けを記述 した。 それ故彼女 の手 法 は雑誌 の要求す るもの と合致 して い
た と言え よ う。
彼女 のアメ リカ報 告 は、 ブル ジ ョア及 びプ ロ レタ リアの双方 の読者層 に
幅広 く好 感を もって受 け入 れ られた。10)その広 く確信 に裏 ず け られ た叙 述
は新鮮 で、 明快 で、 簡明直戴 的で あ った。対話、質問、第三者 による記 述
や報告 は記録 的性 格 を強 めて はい るが、 同時 に彼女 の文学 的才能 を も証 明
して いる。 ル ポル ター ジュの傾向 はいわば常 に階級 闘争 的な ものであ った。
ウル シュ タイ ンの報道作家で はあ ったが、彼女 は決 して 自分 の立場 を隠 し
た りは しなか った。彼女 の発表 した記事 への肯定的 な共感 は増大す るが、
それ は と くに、個人的体験 を手 がか りと して社 会状況や政治的背景 を描 写
しよ うとす る彼女 の決 して 日常 に埋没 しな い社 会批判的 な見方 に依 る とこ
ろが大 きい。 この傾 向は以後 の亡命 中のル ポル ター ジュ作品 の場合 によ り
強 ま って行 く。 こう して彼女 の体験 は後 に小 説 「ホ テ ル アメ リカ」 と
「女一 人世界 を行 く」 に結実 したのであ る。 これ らの著 作 に対 す る反 響 は
大 き くかっ持 続 し、その評判 は ドイ ッ国外 にまで及 んだ。 とりわけ 「女一一
人世 界を行 く」 は彼女 の最 も個人的 な、最 も成功 を収 めた本 であ り、 ポー
ラン ド語、 ロシア語、ハ ンガ リー語 に翻訳 された。
しか し、彼女 は外 国の出来事 だ けをみて いただけで はなか った。 ドイ ッ
国内の事件 の発展、事柄の推 移 を大 きな気遣 いで見守 って い た。 「タ ベ の
世 界」紙 に記載 され た社 会批判 的 なルポル ター ジュ ・シ リーズ 「時代 の嵐
の中の女 たち」 の中で、彼女 は、 この時代 に生 きる8人 のベル リー ン女性
の生 活 を しっか りと記録 して いる。 そ して この終章 でマ リア ・ライ トナ ー
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は、 彼 女 が 描写 した非 人 間 的状 態 を根 本 的 に 変革 す る真 に唯 一 の チ ャ ンス
は団 結 した労 働 者 階 級 の意 識 的 な政 治 闘争 で あ る、 と捉 え て い る。 この連
載 中 ヒ トラー が帝 国 宰 相 とな り、 共 産 党 お よ び社 民 党 系 の新 聞 は発 行 禁 止
とな った。11)
そ の 頃 の マ リア ・ライ トナ ー につ い て、 ドイ ッ ・プ ロ レタ リア革 命 作 家
同盟 の秘 書 トゥル ー デ ・リ ヒター は、"私 は マ リア ・ラ イ トナ ー と は 良 く
知 って い る間柄 で、 彼女 を非 常 に評 価 して い ます 。 ・ ・この 同情 心 に篤 い
賢 い 同志 、 彼女 の小 説 「ホ テル ア メ リカ」 は当 時 多 くの喝 采 を浴 びて い
ま した。 ヒ トラー の政 権 獲 得 後 彼 女 は短 期 間 、 探 索 を か わ す た め 、私 の所
に居 り ま した。"12)と述 べ て い る。 しか し彼女 を 成 功 に導 いた本 が 、 今 や 彼
女 を追 い込 む こ と にな った。1933年5月10日 の 焚 書 事 件 はナ チ ス に よ る人
類 の精 神 的 文 化 遺産 の破 壊 と い う未 曽有 の蛮 行 で あ るが、 さ らに5月16日
に は"有 害 で望 ま し くな い出版 物 の一 覧 表"を 発 表 して 、 そ こ に記 載 の 書
物 の一 掃 を 図 った。 いわ ゆ る ブ ラ ック ・リス トで"除 去 処 分"の 対 象 とな
った 文学 者 及 び文 学 作 品(事 項)は135を 数 え、 そ の 中 に 、 外 国 人 と して
はヘ ミン グ ・ウ ェイ、 ハ シェ ク、 徳永(直)等 と並 ん で 、 マ リア ・ラ イ ト
ナ0は そ の作 品 「ホ テル ア メ リカ」 と共 に挙 げ られ て い る。 この リス ト
が公 開 され た後 、 もはや 彼 女 は ドイ ツで 生 きて 行 け る チ ャ ンス は な か った。
ナ チ に よ るテ ロ と殺 人 が全 ドイ ッで 荒 れ狂 い、 彼 女 もま た大 きな危 険 の 中
に居 た の あ る。 こ う して マ リア ・ライ トナ ー は ドイ ッを去 り、プ ラハ へ行 っ
た。 彼 女 は そ こで の支 援 と活 動 の可 能 性 を、 か っ て 滞 在 した ウ ィー ンとの
っ な が りで、 望 ん で い た よ うで あ る。 しか しその 意 図 は充 され ず 、失 望 の
内 に、 他 の多 くの ドイ ツや ハ ンガ リーの 仲 間達 と同 様 、 新 しい活 動 の可 能
性 を 求 めて パ リへ と赴 いた の で あ る。
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4.パ リで の 活 動
パ リは ア ム ス テ ル ダ ム、 プ ラハ とな らん で外 国 に於 け る反 フ ァシ ズ ム抵
抗 闘 争 の 中心 の0っ で あ った。 そ こで は統 一 戦 線 政 策 が生 きて い た。 亡 命
の もた らす 困 窮 や不 安 、 ヒ トラー ・ ドイ ッ に残 って い る友 人 や親 戚 へ の気
掛 か り、 非 人 間 的 な フ ァシ ス ト政 権 に対 す る抵 抗 の意 志 な どが新 た な人 間
関 係 をっ く りだ した。 この地 で マ リア ・ライ トナ ー は同 僚 や 同志 の多 く と
再 会 した。 こ の頃 彼 女 と再 会 した エ ー リヒ ・ヴ ァイ ネ ル トと彼 の妻 リー は
彼女 に休 暇 を取 るよ うに誘 った が、 リー は そ の時 の こ とを こ う書 い て い る。
"マ リア ・ライ トナ ー は1934年 に
、 夏 だ った と想 い ます が 、2週 間 程 フ ォ
ルバ ハ の私 ど もの家 に滞 在 して 居 りま した....彼 女 の 話 で す と、 パ リで
は フ ラ ンス人 の家 庭 で お手 伝 い と して 働 いて い た そ うです...ち っぽ け な
部 屋 に住 み、 毎 夜 蝋 燭 の灯 の下 で書 き続 け た との こ とで す...私 た ち を訪
ね た後 の彼 女 の消 息 は全 く聞 いて お り ませ ん...た だ、 マ リア ・ライ トナー
が しば しば ドイ ツへ行 き、非 合 法 活 動 を して い る の は、 承 知 して い ま し
た。"13)いわ ゆ るザ ー ル闘争 が す で に始 ま って いて 、 彼女 は秘 か にそ こを活
動 の場 と して いた ら しい。
そ の頃 、 ゲ シ ュ タポ の追 求 か ら逃 れ て 「赤 い救 援 」 の事 務 所 で 働 いて い
た ロー レ ・ヴ ォル フ は、"マ リア とは1934年 秋 にザ ー ル ブ リュ ケ ンで 知 り
合 い ま した。 個 人 的 な接 触 は一 切 あ りませ ん で した。 彼女 とは 「赤 い救援 」
の事 務 所 で よ く会 い ま した。 そ こに は作 家 の ハ ンス ・マ ル ヒヴ ィッ ァ、 ブ
ル ー ノ ・ザ ー ロモ ンらが時 々来 ま した。 ・・マ リア は控 え 目な 人 で,と て
も内気 で した。"14)と想 起 して い る。
フ ラ ンス亡 命 中 マ リア ・ラ イ トナ ー は ドイ ッ作 家 防 衛 同 盟 の一 員 と成 っ
た。 パ リに い た ドイ ッ ・プ ロ レ タ リア革 命 作 家 同 盟 の お よ そ25名 の メ ン
バ ー も統 合 され た。 毎 月 曜 日 の夜 サ ン ・ジ ェル マ ン通 りの カ フ ェ ・メ フ ィ
ス トで は ドイ ッ亡 命作 家 防 衛 同 盟 の会 合 が 開 か れ て い た。 彼女 は た ま に は
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参加 して いた ら しい。 そ こで は"作 家 のタベ"と い う催 しも行 われて いた。
その一 つで マ リア ・ライ トナ ーは自分 の作 品 「女一 人世界 を行 く」 を朗読
してい る(1937年4月5日)。 これが非 合法活動 に従 事 した彼 女 の フ ラ ン
ス亡命 中公 にな ってい る唯一 の記録 で あ る。 ルポル ター ジュ文学 の大先達
工一 ゴ ン ・エル ヴ ィン ・キ シュと、彼女 のキ シュとの類似性 を考 え る と、
この頃接触 し、意見交換 を しでい る可 能性 が極 めて強 い と思 われ る。事実、
キ シュは当時精力的 に活動 してい るので、 そ の機会 は多か った と考 え られ
る。 しか もベル リー ン時代 には会 っていた。 しか し残 念 なが ら彼 の記 録 に
はマ リア ・ライ トナーの名前 は何故 か見 られ ない。15)
彼女 の 目だたない容姿 と行動 は、1935年 以 降繰 り返 し 「ライオ ンの洞窟」
と呼 ばれ るフ ァシズム ・ドイッの中心 部へ危険極 ま りな い、偵 察旅行 を企
て るのに は確 かに大 きな利点 で あ った。 これ らの旅行か ら得 た成 果 はやが
て 「言葉」誌、「パ リ日刊」紙、「新世界舞 台」誌 に現 れ たが、 いず れ も現
場で の徹底的 な調査 に基 づ くものであ る。16)彼女 がそれ らを誰 か の委 託 を
受 けて行 ったのか、 或 は抵抗組織 と連携 して行 ったのか、 その さい誰 が支
援 したのかな どは、未 だ に不 明で ある。17)このよ うに詳 細 に報 告 出来 るの
は、18)彼女 が信頼 で きる情報源 をナチ ス国家 の中 に持 って い たか らだ と思
われ るが、何 れにせ よい くっかの推測 は成立 ち うるが、確定 出来 るもの は
今 日まだ ない。
ともあれ、彼女 の報 道 を通 してのみ フ ァシズム ・ドイ ッの情勢 に関す る
主要 な事実が外国 に伝達 されたのであ る。 彼女 が死 の危険 を賭 けて調査 し
公開 した 「第三帝国 に於 ける村の学校」、 「世襲農地 の3人 の農夫 の肖像画」、
「ライ ンス ドル フ(火 薬 工場)」、「イ0・ ゲー ・ファルベ ン」等 は第三 帝 国
の真 の事態 を暴露 したので、ゲ シュ タポの 目に は反逆罪 を構 成す る もの と
して映 った。後 日ナチ スの絶 滅収容 所で大量殺人 に用 い られ る ツ ィクロ ン
Bを 製造 して いた イー ・ゲー ・ファルベ ンの記述 の中で、彼女 は"こ の惑
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星 の生 命 は マ イ ン河 の水 中 と同 様 に絶 え るの で あ ろ うか"と ・ 恐 るべ き未
来 像 を予 告 して い る。
ま た、 ヒ トラー ・ ドイ ツの若 い娘 が 体 験 す る運 命 を文 学 的 に描 い た 「エ
リ_ザ ベ ト、 あ る ヒ トラ ーの少 女 」19)は、 ジ ャー ナ リズ ム 的 探 求 と文 学 的
造 形 が ほ ど良 く統 合 され た、 い わ ば マ リア ・ライ トナ ー独 自の文 体 で 書 か
れ て い る代 表 作 で20)、 そ の上 、 今 日で も この ナ チ ス時 代 の 日常 生 活 の記 録
と して も価 値 が あ る と言 え よ う。 この小 説 は、 反 フ ァシ ズ ム闘 争 を彼 女 が
敢 え て全 人格 を賭 けて 行 った こ とを証 明 して い る。 こ こで は決 ま り文 句 の
背 後 に隠 され た フ ァ シズ ム の非 人 間 的 な 本 質 が 鋭 く暴 き出 され て い る。
5.終 局
1940年4月 に、 マ リア ・ライ トナ ニ は経 済 的 理 由で サ ン ・ス ル ピス街4
番地 のホテルか らセ ーヌ街75番 地へ居場所 を変 えた。屋根裏部屋 で暖 房 も
な く、流 感 を こ じらせ、健康状態 は一層悪 化 して いた。そ うした中で も彼
女 はオー ス トリア に就 いての小説 、亡 命者 の生涯 に就 いての ドラマ・幾 つ
か の英語 の短編 をすで に書 き上 げ、 さ らにア メ リカでの体験 を盛 り込 んだ
作 品に取 り掛 か って いた。そ して それ らの幾 っかを アメ リカで出版 しよ う
と して航空便 で送 った。 しか しそ の直後 の5月 に、多 くの亡命者 と同様 に
ドゥ ・ギ ュール収 容所 に拘留 され、 その際、他 の残 る原稿 は紛失 した り、
押収 されて しま った。 彼女 はだが見張 りのいない時 に他 の人 たち と収 容所
を脱 出す る ことに成功 し、 あ らゆ る交通手段 を使 って フランスを あち こち
廻 りなが ら トゥルーズに到達 した。 そ こか ら7月6日 付 け21)で ア メ リカ
へ手紙 を出 して いる。そ の中で彼女 は、逃亡 中体験 した沢 山の途方 もな く
面 白い ことを、 もし命が長 らえ られ るな ら、文学 の材料 と して使 ってみ た
い こと、状況 は今 や抜 き差 しな らぬ程 実 に厳 しい こと、今度逮捕 され ると
深刻 な結果 を招 くこと、盗 にあい手 元 には最低 限度 の必要 品 も無 い こと、
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今 で は援 助 は ア メ リカ だ けが 当 に 出来 る こ とな どを書 いて い る。 彼女 は反
フ ァシ ズ ム に関 す る寄 稿 や フ ラ ンス で の戦 争 体 験 の本 を、 物 質 的安 定 の 為
に も・ 考 慮 して い たが 、 もはや状 況 は創 作 活 動 を 許 さ なか った
。 状 況 は今
や正 に厳 しか った の で あ る。
8月12日 に は改 め て援 助 を求 め、" _私 の現 況 は悪 い の で す 。 私 は危
険 な状 態 に あ り、 ま った く資 金も な く、 健 康 状態 も最 悪 で す。 荷 物 もな く
しま した。 ど うか電 信 で幾 らか お送 り くだ さ い。 さ もな い と私 に は方 策 が
な い ので す_"22)そ して ア メ リカ へ の入 国 ヴ ィザ の取 得 が窮 め て 困 難 な の
で・ か っ て国 際平 和 会 議23)の 際 に2年 間 パ リで 秘 書 と して 仕 え た シ オ ド
ア ・ドラ イサ ー に連 絡 して くれ る よ う頼 ん で い る。 彼 女 は" _私 の 今 の
状 況 が どん な に困 難 で 危 険 な もの で あ る か を 知 れ ば、 お そ ら く、 シ オ ド
ア'ド ライ サ ー は私 の た め に何 か手 を打 って くれ るで し ょ う...r'24)と 記 し
て い る。 ドライサ ー はか つ て 彼女 に彼 の負 担 で ア メ リカ へ彼 を訪 問 す る よ
う提 案 して い た が、 実 現 出来 ず に い た。
さ らに10月28日 に は25)、35ド ル の送 金 に感 謝 を し、 健 康 状 態 が 極 め て悪
い こ と・ も う長 くは持 ち こた え らえ な い こ と、 訪 問 ヴ ィザ の取 得 を一 日千
秋 の思 いで 待 って い る こ とな ど を書 き送 って い る。 そ して 恐 ら く彼 女 の最
後 の もの と思 われ る手 紙 が1941年3月4日 に マ ル セ イ ユ か ら 出 さ れ て い
る26)。 そ こで は、 返 事 の無 い こ と、 どれ ほ ど待 た ね ば な らな いか とい う こ
と、 空 腹 と不 安 が極 限 で あ る と、 ど うみ て も状 況 が窮 ま った こ と、 この命
を ど う持 ち こた えれ るか 、 と書 きさ らに、 い っ も迷 惑 を掛 け た こ とを詫 び
、
好 意 を受 け た こ と全 て に感 謝 して、 手 紙 を 終 え て い る。
ア メ リカで は彼 女 を 救済 す べ く尽 力 した が 、 救 援 は遅 す ぎ た 。 ル イ ー
ゼ ・ク ラ ウスハ ー ル は1940年 夏 トゥル ー ズの 喫 茶 店 で マ リア ・ライ トナ ー
が一 人 途方 に暮 れ た よ うに座 って い るの を18-9年 振 りに見 て い る
。 そ して
そ の 時 声 を掛 け な か った こ とを の ち に後 悔 して い る。 ま た 、 ア レク サ ン
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ダ_・ ア ー ブ シ ュが非 合 法 滞 在 を して い る マ リア ・ライ トナ ー に マ ル セ イ
ユ で会 った の は、 ア ンナ ・ゼ ガ ー スが旅 立 った後 の1941年 夏 で あ った ・27)
しか し、 恐 ら くこれ を最 後 と して,彼 女 の姿 は我 々 の前 か ら消 え た。 彼 女
が 生 きそ して 闘 って き た激 動 の 時 代 の大 きな 波 の うね りの 中 に吸 い 込 まれ
て しま った ので あ る。
マ リア.ラ イ トナ ー の最 期 は未 だ 確 認 され て いな い。 諸 説 が あ る が ・28)
何 れ も信 頼 性 に乏 しい。 確 た る証 拠 はな いが 、 しか し何 れ にせ よ死 亡 した
こ と は確 実 で あ る。 他 の多 くの ドイ ツ の作 家 た ち と同様 、 フ ァシズ ム と闘
い、 そ の野 蛮 な犠 牲 とな った の で あ る。 ア ンナ ・ゼ ガー ス は1965年 の ワ イ
マ ー ル で の国 際 作 家 会 議 の演 説 の 中 で そ の こ とに触 れて 何 人 かの 作 家 の名
前 を 挙 げ て い るが、 そ の 中 にMarchwitza,Bredel,Petersen,Lorbeer
と並 ん でLeitnerの 名 が挙 げ られ て い る。29)もし、 ア メ リカ亡 命 に成 功 し、
あの 時 代 の荒 波 を乗 り越 え て生 きな が らえ る こ とが 出来 た な らば・ 彼 女 自
身 強 く望 ん で い た よ うに、 自 ら得 た数 々 の希 有 な体験 を 多 くの読 者 に伝 え
る事 が 出来 た で あ ろ う。 そ れ は恐 ら くフ ァ シズ ム と言 う人 間 の蛮 行 を徹 底
的 に摘 出 し白 日の もと に さ らけ 出 した こ とで あ ろ う。 そ れ らは き っ とわ れ
わ れ 後 世 の人 間 に と って貴 重 な記 録 とな り、 忘 れ が た い教 訓 とな り・ か け
がえ の な い遺 産 とな った ことで あ ろ う。 そ うお も う と、 彼 女 が業 半 ば に し
て 去 った こ と は、 極 め て大 きな損 失 で あ った と言 え よ う。
H.マ リ ア ・グ ロ ル ム ス
1.マ リア ・グ ロル ム ス と は誰 か30)
反 フ ァシ ズ ム活 動 家 で殉 教 者 で もあ る マ リア ・グ ロル ム ス は彼 女 の故 郷
上 ラ ウ ジ ッッ以 外 で は一 般 に は今 日で もほ とん ど知 られ て い な い。1959年
にか つ て の ラー ヴ ェ ンス ブ リュ ック強 制 収 容 所 跡 に記 念 碑 が建 立 され た と
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き、 この収容所 で謀殺 された著 名な女性 の中 に彼女 の写真 があ った
。 この
記 念碑除幕式 には世界中 の23力 国 か ら代表団 お よび招 待客 が参加 し
、 この
ことによ って彼女 の名前 がその活動 とと もに広 く世 の中に知 られ るよ うに
な った。
マ リア ・グ ロル ムスは1896年4月24日 に ライプツ ィヒで生 まれ
、父 ヨハ
ネス ・グロル ムス博士 は当地 の カ トリック系高等小学校 の校長 で あ った。
ッェツィー リア とい う2歳 年下 の妹 が いた。母 は長 い間肺結核 を患 い、姉
妹が15歳 と13歳 の時 に亡 くな った。 その母 が病気療養 のた あ、大都会 の汚
い空気 を逃 れて移 り住 んだのが、 ラウ ジッツの ラデ ィボ0ル 村 で あ った。
マ リァ ・グロル ムスは、妹 とと もに、休暇 や週末 にこの地 に母 を訪 ね逗留
した。 そ して この地 が長 じて、彼女 の活動 の舞 台 とな った。
自分が生 まれ育 った町 ライプツ ィヒが書籍 の町で あ ることか ら、彼女 は
将来 は大学 で学 び、大卒 の資格を持 った司書 にな りた いとの希望 を持 って
いた。 しか し父 は図書館で の仕事 は健康 を損 ね ると考 え
、別 の道 を選 ぶ よ
うに勧 め・ そ して躾 とフ ランス語 習得を 目的 に、 ベルギ ーの リエー ジュに
あるカ トリックの全寮制女学校 に娘 を入 れた。 そ こで彼女 は フラ ンス語 の
他 に・ フ ラマ ンの友人 たち と話す ために、禁止 され ていた言葉 「フラマ ン
語」 を密 かに学 び、 と同時 に、彼女 は当時の ドイッにおけ るゾル ブ人 の運
命 との類似 を見 たのであ る。 この とき以来彼女 は、不正 が と くに及ん で い
る弱 い人 々の立場 に立 と うとす るよ うにな る。そ して この彼女 に強 く際だ
った正義感 は生涯彼女 を駆 り立 て ることにな った。 そ して ここに彼女 の原
点 があ るとい って良 いで あろ う。
帰 国後 彼女 は、大学 入学 の前提条件 で もあ ったので、 ライプツ ィ ヒのガ
ウデ ィヒ師範学校 に入 り、卒業後 ライプツ ィヒの ロイデニ ッツにあ るカ ト
リック系高等小学校 の教員 とな った。 この頃彼女 は、本 に対 す る興味 は最
早 な く、公 的生 活 を送 り、人間社 会を学 び、現 在 の対立 す る社 会関係 を研
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究 し、 とりわ け歴史 を根本 か ら理 解 したい と願 って いた。 その ため彼女 は
大学 で主専攻 と して歴 史 と社 会学 を選 んだので ある。
1920年 か ら1925年 まで彼女 は ライプ ッ ィヒとベ ル リ・一ンで学 んだが、 す
で に ライ プツ ィヒで彼女 は社 会主義学 生 グル ー プの 団体 に入 って いた。
1924年 には彼女 は社会主義学生 同盟 の一 員 と して、 ジュネー ブの諸国民 の
連帯 のための大学連合 の教育週 間 に派遣 されて いる。活 発 な政治活動 に も
拘わ らず、彼女 は学 問への関心 を失 うことな く、1925年 に は上級教諭 の国
家試験 に合格 し、 ア ウグステ ィヌ女子修 道会経営 のオ フェ ンブル ク師範学
校 に職 を得 た。 ここは母 の故郷 で もあ り、生 徒た ち ともよ く馴染 み、同僚
も引 き留 めたのだが、政治へ の義務 感 と関心 を禁 じ得 ず 、 フ ラ ンク フル
ト・アム ・マ イ ンで、左派 の中心 人物 で、 かっての帝 国宰相 で内相 の ヨゼ
フ ・ヴ ィル ト博士 の周囲 に集 ま ってい る労 働共同体 に誘 われて入 った。 こ
こで彼女 は、女性 たちを公的生活 の中で意 識的 な協働 に加 わ るよ う呼 びか
け る特別 な任務 を当て られ た。彼女 はと りわ け、女性 には政治的教育 が不
可能 であ り、女性 が政治 と関 わ るの は女 ら しくない とい う見方 と戦 った。
1925年 か ら1929年 まで彼女 はカ トリック者 として、民主主義者 と して・ ヨ
ゼ フ ・ヴ ィル トのサー クルの中で、 「敵 は右派 だ」 とい う ス ロー ガ ンの も
と、軍 国主義 および反動勢力 とた たか っていた。 しか し、 フ ァシズムの危
険 が大 き くな って いるの に、労 働運動 は団結 せず、進歩 的 ブル ジ ョア民主
勢 力 は孤立 した ままで あ った。彼女 は、暴力 を持 って権力 に迫 るヒ トラー
一味 を阻止す るに は、強力 な共 同体 、 あ らゆ る民主勢力 が団結 しな ければ
な らず、 と くにキ リス ト系労 働者 のセ ンターが必要 と考 え た。 しか しフ ァ
シズムを立 ち止 まさせ る はず の民主勢力 と反 フ ァシズム勢力 との統一 は、
世 界観や社会的判断 の違 いか ら挫 折 した。 そ して そのよ うな ことか らこの
グルー プを離 れ、彼女 はフラ ンクフル トか らベル リー ンへ移 ったのであ る。
そ して この間 に 「ヨゼ フ ・フォ ン ・ゲ レス と民主制」 とい う論文 で哲学博
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士号 を ライプッ ィヒ大学 か ら授 与 されてい る。
このよ うにマ リア ・グロル ムスは早 い時期か ら迫 り来 るフ ァシズムの危
険 を認識 し・全国民 によ る反 フ ァシズム戦線 を目指 して努力 して いた
。 そ
して幸 いな ことに・働 く人 々のすべての陣営の中 に、分裂 した、政治的 お
よ び世 界観 的見解 を乗 り越 えて、共 同の抵抗戦線 を形成 しよ うとす る勇気
のあ る人 々がいたのであ る。彼女 は と くに若 い知識人 の グルー プと
、 プ ロ
テスタ ン トとカ トリックの若 い聖職者 の間 に支持 を得 たので あ る
。
彼女 は ドイッの優 れた市民 派 ジャーナ リス トの一 人で あ り、 その政治活
動 によ って20年 代末 および30年 代初 めには反 フ ァシズ ム運動家 と して有 名
にな っていたので、 ヒ トラーが政 権 を掌握 した1933年1月30日 以降 は直接
ナチ スの迫害 に脅か され る身 とな った。 それ故政 治 ジャーナ リス トと して
の活動 を止 めざ るを得 な くな った。 スイスにい る近 い親戚 の所 へ逃 げ込 め
ば・喜んで亡命 を引 き受 けて貰 えたのだが、 しか し彼女 は自 ら選 んだ任務
に忠 実で あ りたい と、 ドイ ッに留 まった。 そ して彼女 は ドイッ国内で の非
合法活動 に参加 し、 と くにザ クセ ンの反 ファシズ ム抵抗運動 家 たち とチェ
コス ロヴァキアにい る ドイ ツ亡命者 たち との間 の伝令役 を務 め た
。 そ して
同時 に、1934年 に逮捕 され るまで、政治、教 会、知識階級 の著名 な人物 と
の多面 的 なコネを利 用 して、故 郷 で政治犯 の家族 を援 助 し
、裁判 で は被告
人 たちの弁護 に努 めた。 その間 フ ァシズムに迫 害 された多 くの人 びとを密
か に国境を越 えて連 れ出す非合法活動 を し、多 くの反 ファシズム運動家 の
生命 を救 ったのであ る。
2.故 郷 ラ ウ ジ ッツ
1933年 彼女 は ベル リー ンか ら故 郷 ラ デ ィボ ー ル村 へ 引 っ込 ん だ が
、 村 や
そ の周 辺 で は彼 女 が政 治 ジ ャー ナ リス トで あ るの を知 って い る者 は殆 ど い
な か った。 そ の た め直 接 的 に は ナ チ ス の脅 威 を感 ず る こ とは なか った
。 ラ
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デ ィボールはいまで は彼女 の隠 れ場 所 とな り、 ベル リー ンは活動 の場所 と
な った。 彼女 の任務 は、 まず、 解散 させ られた中央 の メ ンバ ーと連絡 を取
ることで あ った。 当時 ドイッの多 くの地方 で カ トリック青年 と一緒 に共産
党や社民党 の青年 が共 同の活動 を していた。 カ トリック青年 同盟 は 「聖 ゲ
オル ク」 と 「ロー ラン トの手紙 」 とい うタイ トルで反 ナ チ教科資料 を会 員
のため に発行 して いた。
上 ラウジ ッッの中心地 バ ウツェ ンは、 チ ェコに近 い こと もあ って、 ナ チ
スによ って迫害 され た多 くの人 たちが支援 を求 めて集 ま って いた。 その上
ここには ドイッ有 数 の刑務所が あ り、多 くの反 ナチスの政治犯が ここに送
られ、収容 されて いた。 そ して彼 らを巡 る人 々や家族 たち もこの地 に集 ま
って いた。当然 ナチ スも密偵 を放 って いた。
マ リア ・グ ロルム スは、妹 と子供 の頃か らこの辺一 帯 の山野を駆 けめ ぐ
り、誰 も知 らないよ うな森 の中の小 径 も知 っていた。彼女 たち は しば しば
国境 を越 えて ズデ ーテ ン地方 にまで足 を踏 み入 れた こと もあ った。 この よ
うに、彼女 は この地方一帯 の地 理 に特 に通 じて いたので、 ここで多 くの人
を助 けた。
加 えて、彼女 の父 はバ ウツェ ンの カ トリック系 師範学校 の教員 と して20
年間働 き、 ゾル ブ文化協会 の役員、 ゾル ブ学術協会 の会員 と して活動 し、
退職後1924年 に死亡す るまで ラデ ィボールに住んで いたので、 ラウジ ッッ
では名士で あ り、 そのお陰で彼女 はバ ウツ ェンとその周辺 の父 の知 り合 い
の大勢 の有力者 た ち と知 り合 い、有 利 な状況下 で非合法活動 がで きて いた。
しか し彼女 の活動 は日増 しに困難 にな って い った。迫害 され た者 を救 う
こと、拉致 された者 たちの痕跡 を探 し出す こと、逮捕 され た者 たちの脅 か
されてい る家族 を迫害者 の 目の届か ない ところへ連 れ出す こと、絶望 して
い る者 たちを勇気 付 ける こと、逃亡者 に情報 を与 え ること、 ば らば らにな
った迫 害 されて い る者 たちの家族 を団結 させ ること、国境 を越 えて向 こ う
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側 へ 密 か に送 り出 す こ と、 こ うい った非 常 に危 険 な、 生 命 を賭 け る よ うな
仕 事 を 引 き受 け・ これ ら全 て を一 年 中 を通 して、 昼 夜 を 問 わ ず 、 行 って い
た。31)しか も、 勝 手 を知 った地 元 と は いえ、 ゲ シ ュ タポ や 密 偵 が う よ う よ
して い る・ 人 々 の恐 怖 の 的 と して恐 れ られ て い るバ ウ ツ ェ ン刑 務 所 の領 域
内 で絶 え ず 行 って い た の で あ る。
非 合 法 活動 家 と して 彼 女 は しば しば独 りぼ っち で あ り、 自分 の仲 間 か ら
離 れ・ 時 に は身 内 の者 か ら も離 れ て 、 行動 しな けれ ば な らな か った
。 非 合
法 活動 の至 上 命 令 は言 う まで もな く絶 対 に秘 密 を 口外 しな い こ とで あ る
。
そ の た め に も彼 女 は一 人 で 行 動 した ので あ る。
彼 女 は 自分 に課 せ られ た これ らの任 務 を ラデ ィボ ー ル の家 や ベ ル リー ン
で 、 さ らに、 多 くの迫 害 され た者 た ち が最 後 の瞬 間 に越 え る こ とが で き た
ドイ ツー チ ェ コ国 境 で の、 ナ チ ス突 撃 隊 や警 察 に よ って監 視 され た路 上 で
、
プ ラハ の ドイ ッ亡 命 者 た ち の間 で 、 ドイ ッ とオ ー ス ト リアの社 民 党 員 た ち
が互 い に接 触 を求 め て い るチ ェ コー オ ー ス トリア の国 境 で 果 た した
。
1933年10月 彼 女 は ヘ ル マ ン ・ライ ンム ー トと一 緒 に チ ェ コス ロ ヴ ァキ ァ
へ行 き、 ポ ー デ ンバ ッハ で反 フ ァ シ ズ ム統 一 戦 線 の 有 名 な先 駆 者 マ
ッ ク
ス ・ゾ イ デ ヴ ィ ッ と ドイ ッ国 内 の労 働 運 動 の状 況 を論 じ
、1934年 春 に2回
目の会 合 を持 つ取 り決 め を した。32)この た め に労 働 組 合 内 部 の意 見 に 関 す
る正 確 な情 報 が収 集 され る こと にな った。 彼 女 は この 目的 の た め に1933年
12月 に ベ ル リー ンで マ ック ス ・ウ ー リ ッヒ と、X934年2月 に、 ドイ ツ金 属
労 働 者 同 盟 の役 員 と して ザ クセ ンの さ ま ざ まな都 市 の非 合 法 グル ー プを 指
導 して い た リヒ ャル ト ・タイ ヒク レー バ ー と、 そ して最 終 的 に は4月 に、
1933年 以 前 に社民 党 の ザ クセ ン州 議 会 議 員 で あ った ク リス テ ィア ン.フ ェ
ル ケ ル と会 わ な けれ ば な らなか った。
これ らで 得 た情 報 は、 彼女 と ライ ンム ー一トが1934年5月 に今 度 は プ ラハ
で会 った と きに、 十 分 に評 価 され た。 そ して 定 期 刊 行 物 「ロ ー テ ・プ レ
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ター」 の編 集 が取 り決 め られ た。33)ハンブル クで後 日 ヴ ィ リ'エ ル ス ナ ー
が、 「経 済政 策 と社 会 主 義 教 育 の た め の革 命 的 社 会 主 義 者 の機 関 誌 」 と い
うサ ブ タイ トル のっ い た この雑 誌 の第1号 を タイ プ に打 ち込 ん だ 。 エ ル ス
ナ ー は ドイ ッ共 産 党 と密 接 な関 係 が あ るの み な らず 、 ドイ ッ とイ ギ リスの
クエ ー カ ー教 徒 と関 係 を 保 って い た。
1934年 後 半 の マ リア ・グ ロル ム ス の政 治 活 動 に 関 して は、9月 に再 度 チ
ェ コで ゾイ デ ヴ ィツ に会 い、 引 き続 きウ ィー ンで オ ッ トー ・バ ウ ワ ー と会
談 した こ とが知 られ て い る。 彼 女 の この最 後 の 旅 行 の 直接 的成果 は、「ロー
テ ・ブ レター」 誌 に 「同 志0・Bと の はな しあ い」、 「新 しい革 命 的態 度 」
とい う二 っ の論 文 で公 表 され て い る。 また この間 の彼 女 の活 動 につ い て マ
ック ス ・ゾイ デ ヴ ィッ は、 彼 女 が何 一 つ いや な 顔 をせ ず ・ 際 限 な く他 人 の
た め に働 い た と して真 に評 価 して い る。34)
3.逮 捕 そ して拘 禁
このよ うに して一年 が無事 に過 ぎたが、彼女 の支援 した者 の一人 がゲ シ
ュタポに逮捕 され るとい う不運 が起 きた。数 え切 れ ないほどの非 人間的 な
惨 た らしい拷 問を加 え られ、病気 にな り、高 熱 に うな され意識が朦朧 と し
た状態 の中で この男性 はマ リア ・グロルムスの名前 を 口に した。 そ して そ
の翌朝 には もうすで に恐 るべ き黒塗 りの リム ジンが、すで に一年近 く探索
し発見で きず にいた反 フ ァシズム抵抗 運動家 を逮捕す べ く、 グロル ムスの
家 か ら僅 か百歩 ばか り離 れ た ラデ ィボール村 の村長 の家 の前 に止 まった。
隣家 の ッイー シュ夫人 はこれに気付 き、す ぐに知 らせ よ うと したが遅 か っ
た。 グロル ムスは来客 中で、外 の出来 事 には全 く気 がっかなか った。 こ う
して彼女 は逮捕 され たので あ る。11月7日 の ことであ った。居合 わせた来
客 はパ ウル ・ニェク夫妻 で あ った。35)ゲシュ タポは徹底 的 に家宅 捜 索 を し
たが、容疑 を裏付 ける物件 は何一 つ、紙切れ一枚 も発見で きなか った。彼
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女 はメモ用紙 もメモ帳 も用 いなか った。彼女 は全 ての秘密事項 を記憶 の中
に保 っ よ うに訓練 して いた。 そのため、名前、住所、 日付 、約束時間、場
所・ それ に もっと小 さな ことまで何一 つ失わ れ るもの はなか った
。 それ故 、
ゲ シュ タポが秘密 を聞 き出そ うと して、 いつ も、時 には深 夜 にまで もお よ
んで彼女 に加 え られた拷 問 は想像 を絶 す る ものが あ ったと思 われ るが
、彼
女 はそれ に耐 えた。 そ してつ いに一言 も漏 らさなか ったのであ る。 彼女が
何 の前触れ もな く突然逮捕 され たとき、恐 ら く仲間 の誰か が グロル ムスを
ゲ シュ タポに売 った と考 え、バ ウッェ ンとその周辺の非合法活動 家 たちの
間 にパ ニ ックが起 きた。 しか し彼 らに は累 が及 ばなか った。 彼女 はま さ し
く 「非合法活動 の至上命令 は口が堅 い こと」 とい う鉄則 を守 ったので ある
。
彼女 と同時 に、行政官補 で ライ ンラン トのオーバ ーハ ウゼ ン郡長 代理 ヘ
ルマ ン ●ライ ンムー ト博士 とハ ンブル クの社 会福祉家 ヴィ リ ・エルス ナー
が逮捕 され、裁判 にか け られた。未決勾留 は一年 に も及 ん だが
、 ゲ シュタ
ポはさ したる手 がか りを掴 む ことはで きなか った。三 人 に対 す る告訴 は
、
あ らゆ る手段 を用 いて ヒ トラーを排除 す る こと、す なわち 「国家反逆準備」
罪で あ った。 これは・ ナチス国家 に於 いて は最 も重大 な告訴 の一 つで あ り、
死刑 で処罰 され る もので あ った。
ベル リー ンの 「民族 裁判所」で マ リア ・グ ロル ムスは幸 運 に恵 まれ た
。
国選弁護人 の フェー ン ドリッヒ博士 は きちん と した人 であ り、裁判長 の シ
ャー ト博士 は・証人が被告 に対 して と くに不利 な証言 を して裁判所 に好意
的 な態度 を示 そ うとす ると、叱責 した。彼女 が終始勇気 を持 って その主張
を述 べ た ことは裁判官 全員 に好 印象 を与 え たよ うで あ った。「私 はヒ トラー
に反対 し、 ファシズムに反対 します。私 はまた、私 に利用 で きるあ らゆ る
手段 を用 いて フ ァシズムに反対 す る活 動を して きま した。違法 な手段 も用
いま した。 しか し暴力 的手段 を用 いて ヒ トラーの排除 を準備 した ことはあ
りません。 と言 います の は私 はテ ロ リズムに反対 す る人 間だか らです。」鋤
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幾多 の勇気 のあ る発言 に よって彼女 は多様 な尊敬 を勝 ちえた。か くして検
察官 が最終論 告で10年 の求刑 を求 めたの に対 して、「国家 反 逆」 罪 で禁 固
7年 の判決 が下 された。37)そして彼女 は ヴァル トハ イム刑 務 所 に収 監 さ れ
たので ある。
そ こでの5年 とい う歳月 は、 も しも有意義 に過 ごせれば、短 い と言 え る
か も知 れな いが、彼女 に と って は耐 え難 い長 さであ った。38)マリア ・グ ロ
ルムスは非合法活動 を していた とき、人 目のっかぬ路上 や見知 らぬ駅で一
睡 もせず多 くの夜 を過 ご した ことがあ った。 しか しその ような夜 で も、 そ
の後 には必 ず朝が来 た。 しか し今や彼女 は世界 か らま った く隔絶 されて い
た。人 々か らも隔離 されて いた。人類 を困窮 か ら救 お うと して闘 って い る
まさにその人 たちが、捕 らえ られ、苦 しめ られ、死 んで いかな けれ ばな ら
ない と言 うことが、彼女 を苦 しめた。何 もで きない ことが最大 の心 の苦 痛
で あ った。精 神 は働 いて も、 このよ うな囚 われの生活 の抑 圧 され た状況 で
は病 んで しま う。 そ こで彼女 は心 身 と もに健康で あ ろうと した。人生 のあ
らゆ る素 晴 ら しい ことを想 い出 した り、宗教 、芸術、学 問の ことを考 えた
りして、39)何とか身 を持 ち こたえて厳 しい二冬 を過 ご した と き・ 助 けが 外
か らや って来 た。 彼女 は周 辺 の村 での仕事 が許可 され たの で あ る。40)そし
て再 び人 々の中 に入 り、世 界をみ、空気 と太陽 を味 わい、彼女 の身体 は有
益 な仕事 がで きて震 えた。 人を助 け ることが出来 たので ある。 しか し依然
として彼女 の苦痛 は残 ったままであ った。 なぜな ら、 ヒ トラー ・フ ァシズ
ムは依然 と して存在 して いて、 その非人 間的な帝 国 は以前 に も増 して強力
にな って い るように見 えたか らであ る。
マ リア ・グロル ムスが1940年 に刑期 を終 えた とき、 ヒ トラーはまさに権
力の頂点 にいた。 ヨーロ ッパ大 陸が ほ とん ど彼 の帝国 に属 さんばか りであ
った。 このよ うな状況 で個 々の人間 はどの よ うに ヒ トラーに、 ヒ トラー ・
ファシズムに抵抗す ることが可能 で あろ うか。
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ヴァル トハ イ ム刑務所 か ら ドレースデ ンの警察 本部 に連 れて こられ
、ゲ
シ謡 タポか ら 「ヒ トラー帝国」 のために働 くな ら 「自由」 を与 え ると提 案
された。41}ゲシュ タポは、彼女 が裁判 中反 フ ァシズムの態 度 を 隠 さず、 し
か も屈服 しなか ったので・釈放 され 自由にな る と、再 び反 フ ァシズム抵抗
運動 を続 けると思 って いた。 そ こで、 それ を阻止 す るために も、彼女 を取
り込 もうと したのであ る。 この とき彼女 は、 一方 では抵抗運動 の続行 と強
制収容所 、他方 で は 「総統 と帝国」 のために働 くこと と 「自由」 とい う、
二っ の可能性 の あいだで選択 を迫 られて いたので あ る。 そ して彼女 は、先
行 き何 ら希望 の見 えない時代 に、強制収容 所行 きを選 んだので あ った。
4.ラ ー ヴ ェ ンス ブ リュ ック 強制 収 容 所42)
こ う して1941年1月 初 め に マ リア ・グ ロル ム ス は囚 人 列車 に乗 せ られ ド
レー ス デ ンを 後 に した。 行 き先 は ラ ー ヴ ェ ンス ブ リュ ック強制 収 容 所 で あ
った。 彼女 はす で に6年 に亘 る囚人 生 活 を送 って い た の で、 収 容 所 に着 い
た と き弱 って い た。 しか し彼 女 の抵 抗 の意 志 は それ に も拘 わ らず 不 屈 で
、
新 しい未 来 につ い て 自分 の 中 に抱 いて い た像 は い ささか も曇 って はい な か
った。 一 体 この 強靭 な精 神 力 は ど こか ら来 る の だ ろ うか
。 彼 女 は あ る時
ポ ー ラ ン ド女性 フ ェ リー チ ャ ・パ ナ ク に、 「ベ ッ トの下 に横 に な って ミツ
ケ ー ヴ ィ ッチ を読 ん だ こ とが、 強 制 収 容 所 の 地 獄 の 中で 最 も幸 せ な 日々 の
一 っ で あ った」43)と打 ち 明 け て い る
。 文 学 教 師 の フ ェ リー チ ャ ・パ ナ ク は
「マ リアが ポ ー ラ ン ド文 学 の作 品 を求 め て い た」 の を知 っ て い た の で
、 ア
ダ ム ・ミッ ケー ヴ ィ ッチ の詩 集 を彼 女 に与 え た の で あ った。44)
彼 女 の場 合 は疑 い な く、 そ の文学 体 験 が 抵 抗 の意 志 と力 を強 め た の で あ
る。 そ して さ らに未 来 へ の 確信 は また 、 ゲ シ ュ タポ に よ る 「自由」 を は ね
っ け る力 を彼 女 に与 え て いた。 そ して この 力 が収 容 所 で の地 獄 の苦 しみ を
越 え て・ 彼 女 の鍛 え られ た政 治 的予 見 は、 ま だ不 確 か で はあ るが 、 全 て の
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人 間 に と って 健 康 で 明 るい生 活 の場 が築 か れ る筈 の未 来 を遙 か に捉 え るの
で あ る。 後 の オ ー ス ト リア国民 議 会 議 員 ロ ー ザ ・ヨ ッホ マ ンは こ う書 いて
い る。 「彼 女 は食 べ物 や着 物 に は ま った く興 味 が あ りませ ん で した 。 彼 女
は頭 の 中 の世 界 で 生 きて い た か らで す。 そ して そ れ は それ で 良 か った の で
す 。...そ この 様子 を あ りの ま ま に表 現 で き るか ど うか 、 私 に は分 か り ま
せ ん 。 そ こに は最 も恐 ろ しい地 獄 の雰 囲 気 が あ った か らです 。 そ こを私 た
ち は通 った の で す。 そ れ を私 は残 念 なが ら描 写 で きな い の で す 。_私 た
ち は ひ も じさ、 寒 さ、 絶 望 を忘 れ ま した。 マ リアが私 た ちを 別 の世 界 へ導
いて くれ た の で す 。...マ リアの よ うな人 間 が 収 容 所 に い た こ とが 、 一 人
一 人 す べ て に と って良 か った の で す。」45)彼女 た ち は さ ま ざ ま な 路 線 の 政
治犯 で あ った。 社 民 党 員 、 共 産 党 員 、 君 主 制 支持 者 、 キ リス ト教 社 会 主 義
者 、 エ ホバ の証 人 等 々.....。 しか しそ の こ とに つ い て 問 う者 は誰 一 人 い
なか った。 そ こで は主 義 、 信 条 を越 えて 人 間 だ けが重 要 だ った の で あ る。
マ リア ・グ ロル ム ス は しか し強制 収 容 所 内 で もな お活 動 の場 を見 出 す の
で あ る。46)彼女 は ドイ ツ、 ソ連 、 ポ ー ラ ン ド、 チ ェ コの 囚 人 仲 間 の あ い だ
に啓 蒙 的 な影 響 を与 え た。 な か で も、 最 も不 運 な人 た ち、最 も抵 抗 す る術
の な い人 た ち、 大 抵 は看 守 の気 紛 れ 、憎 しみ 、 サ デ ィズ ム的 行 為 の犠 牲 と
な った人 た ち の 間 で と くに活 動 したが 、 ポ ー ラ ン ドの人 た ち に対 して は、
同 じス ラ ブ民 族 と い う親 近 感 か ら こ との ほか 関 心 と愛 情 を 向 け、 政 治 的 に
教育 しよ う と した。 殴打 、罵 り、 食 事 抜 き は 日常 茶 飯 で あ り、 一一寸 した ミ
スで鞭 が 喩 った。 ポ ー ラ ン ド女 性 イ レー ナ ・シ ドロウ ス カ は、 そ う した 中
で も親 衛 隊女 性 看 守 た ち で さえ、 マ リア の静 か な落 ち着 きに は あ る種 の敬
意 を 払 い、 彼 女 の精 神 的卓 越 さを嫌 々 な が ら も認 め ざ るを得 な か った、 と
述 べ て い る。 そ して 、「マ リア は偉 大 な ラ ウ ジ ッツの愛 国 者 で、ス ラ ブ民族
の友 人 で あ った に もか か わ らず 堅 い信 念 を持 っ た国 際主 義 者 で あ った...
彼 女 は、 私 が 無 神 論 者 で 唯 物 論 哲 学 を信 奉 して い る こ とを よ く知 って い た
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が・ そ れ は私 た ちの 友 情 に い さ さか の影 も投 げか け ませ ん で した。 す べ て
を マ リア は理 解 して い ま した。」4?)と続 け、 さ らに、 ゲ ー テ や ハ イ ネの 民 族
がか くも法 外 に品 位 を落 とす こ とが 出来 るの か、 そ して ヒ トラ ー に支 配 さ
れ て しま うよ うな こ とが ど う して起 こ るの か、 と言 う考 え が 彼 女 を苦 しめ
た・ と書 いて い る。 彼 女 は人 生 に於 い て ドイ ッ人 の最 も身近 に い て、 彼 ら
の 間 で 働 いて きた。 ドイ ッ文 化 を高 く評 価 し、 ドイ ッの文 学 や音 楽 や 学 問
を愛 して きた。 そ れ だ け に、 彼女 に は ヒ トラ ー ・フ ァ シズ ム体 制 は理 解 を
超 え る こ とで あ った。
しか し ヒ トラ ー暗殺(未 遂)事 件 の 直後 、 フ ェ リー チ ャ ・パ ナ ク は新 聞
を手 に マ リア ・グ ロル ム スの所 へ走 った。 そ して そ の 時 の様 子 を 、 「彼 女
は新 聞 の見 出 しを食 い入 るよ う に見 て、 ドイ ッ民 族 が 自 ら本 当 に 、 ヒ ト
ラー ・フ ァシ ズ ム政 権 の恐 ろ しい縛 りを 勇気 を 持 って 爆 破 しよ うと した こ
とが 信 じ られ な い よ うで した」48)と書 い て い る。 そ の時 マ リア ・グ ロ ル ム
ス は未 来 に一縷 の希 望 の光 を見 る こ とが 出来 た の か も知 れ な い。
5.最 期
マ リア ・グロル ムスは逮捕 されてか ら10年 、厳 しい空腹 と伝染病 チ フス
に耐 えて きたが、残念 なが ら、解放前 の最 後 の月々を持 ち こたえ る ことが
出来 なか った。非人間的 な労働条件 と生活環境 の中で、1944年 夏 彼女 は突
然倒れ た。 彼女が全人格 を賭 けてその打倒 の ために闘 った ヒ トラー ・フ ァ
シズム体制 の崩壊9ケ 月前で あ った。最期 の様子 を ドレースデ ン出身 の エ
リーザベ ト・リンハル ト夫人 は次の よ うに書 いて いる。 「私 た ち は、 花 が
萎 れ るよ うに、彼女 が6週 間で去 って行 くのを看取 らね ばな りません で し
た。8月5日 土曜 日に妹 か ら手紙 が来 ま した。_1944年8月6日 午 後3
時、彼女 はこの手紙 を力 のな い手 に しっか りと握 って、 やがて故郷 を見、
二度 とそ こを立 ち去 ることはな いと言 うあつ い願 いを持 って、亡 くな りま
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した。」49)
この、 シェナの カ タ リナと ローザ ・ル クセ ンブル クを精神的支 え と した
女性 は、生来明朗 闊達で、信仰 に篤 か った と言 われてい るが、非合法活動
の厳 しい試練 と刑務 所や強制収容所 での地獄 をみ るよ うな体験 を経て、鋼
鉄 の よ うに強 い意志 を持 った人 間 にな った。 しか し彼女 はキ リス ト者 と し
て模範 的な人生 を送 り、 いっ も慈 しみを持 って人 々 に接 し、主義、思想、
信条 を越えて仲間 と連帯 し、 あ らゆ る過酷 な状況 の中 でその支 え とな った。
自然 の小 さな ものへの優 しい愛 と、すべて の人 び とのための人権闘争 への
強 い意志 は終始 その死 に至 るまで彼女 を貫 いていた。
後 のザ クセ ン州首相 マ ックス ・ゾイデ ヴ ィツは感動 的 な言 葉で彼女 の こ
とを想起 してい る。「マ リア ・グロルムスのよ うな素朴で 、 質 素 で、 控 え
めな人間 はご く希 に しか存在 しませんで した。彼女 は、 わた しの人生 の数
多 い経験 の中で も、 フ ァシズムに対す る戦 いの中で最良 で、最 も勇気 のあ
る、最 も勇敢 な闘士 の一 人で した。」50)
マ リア ・グ ロル ムスの希求 した新 しい共同体、抑 圧 のない、迫害 のない、
搾取 のな い、戦争 のない、人 間が互 い に尊重 され合 う平和 な社会 を求 めて
の戦 い、 そのために彼女 は命を落 と したのだ が、 その不屈 の戦 いをわれわ
れ は忘れ るべ きで はないで あろ う。
お わ り に
い ま、 いわば 「戦争 の世紀」 とも言 え る20世 紀 を振 り返 ってみて、人 間
が な した最大 の愚行 と しての戦争 を捉 え る とき、 ナチスの起 こ した戦争 は
規模 の大 きさか らい い、 また その過 程で現 出 したユ ダヤ人抹殺 を含 む こと
な どか ら、史上希 にみ るものであ り、 きわめて突 出 した ものであ った と言
うことがで きよ う。 その象徴 がア ウシュヴ ィ ッツで あるが、半世紀 も経っ
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とその存在 その もの さえ忘 れ させよ うとす る力が働 いて きて、 アウ シュヴ
ィッツは無 か った とか、 あ って もそれ ほどの もので はなか った とか、 あ る
いはス ター リンのや った ことと比較 して大 した ことはなか った とか、 いわ
ば一種 の歴 史 の否 定現象、相対 化現象 が起 きてい る。51)だか らわれ わ れ は
いま、歴 史か らア ウシュヴ ィッッを抹殺 しよ うとす る動 き、す なわち記 憶
の破壊行為 とたたかわ なければな らない。 い うまで もな く、 アウ シュ ヴ ィ
ッッは歴 史の一部 な どで はな く、歴史 の全部 なので ある。 その意味 で アウ
シュヴ ィッツの後 はナイのであ る。 この認識か らわれわれ は出発 しな けれ
ばな らないのであ る。
この よ うにまさにア ウシュ ヴィ ッッが現 実 に起 きて い た時代 に、 マ リ
ア ・ライ トナ ーとマ リア ・グ ロル ムスは出 自 も、背景 も、生活 ・思想 信条
もそれぞれ異 な って はいるが、共 産主 義者 と して、 キ リス ト者 と して、 あ
るいは一人 の人間 と して、 フ ァシズムと闘 うとい う信念 を持 って同時代 を
生 きたので あ る。
ファシズム とい う悪夢 と闘 い一人 は失踪 し、一 人 は強制収容所 で命 を終
え た。二 人 は ドイ ッの西南 と東南地 域 と言 うよ うに空間的 には遠 く隔 た っ
た場所で活動 したので、交わ ることはなか ったが、同 じ時期 に、 フ ァシズ
ム体制 を倒 す ことによ って この世 界 に新 しい社会 を創 り出 そ うと言 う共通
の願 いを持 ちなが ら闘 い続 け、 ヒ トラー ・フ ァシズム体制 の崩壊 を見届 け
ることな く、 その犠牲 とな り、 あ っと言 うま もな く時代 を通 り過 ぎて い っ
た。 自 ら闘 いの成果 を見 る ことはなか ったが、 しか し彼 女た ちの戦 いは無
駄 に終 わ ることはなか った。仲 間がそ の意志 を継 ぎ、戦 い は絶 え間 な く続
行 され、 っ いに ファシズム体制 は打倒 されたか らで あ る。
それゆえ、彼女 たちの命 を懸 けての ファシズ ムとの闘 い、 すなわ ちその
反 ファシズム抵抗運動 での活動 を歴史 の忘 却 の中か ら取 りだ し、記憶 に留
め、決 して忘れ まい とす ることは意義 の ある ことで あろ う。 いわば記憶 の
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風 化 とた た か う作 業 が い ま求 め られ て い る。 わ れ わ れ はそ うす る こ とに よ
って、 彼 女 た ちが ヒ トラー ・フ ァシ ズ ム と闘 った意 味 と、 そ の ことか らさ
らに戦 争 の持 っ 無 意 味 さを くみ取 り、 戦 争 の な い世 界 の到 来 を願 い なが ら・




1933-1945.Stuttgart1979,S.1257.こ の 本 の 中 でLoewyは マ リ ア ・ ラ イ ト ナ ー
を 取 り 上 げ て い る 。 こ の こ と が ラ イ ト ナ ー を 歴 史 の 中 へ の 埋 没 か ら 救 い 出 し た と 言
え る で あ ろ う 。 文 学 史 で 取 り 上 げ て い る の は 僅 かGeschichtederdeutschen
Literatur.VondenAnfangenbiszurGegenwart.10.Band.Von1919bis











で も 同 時 代 に 活 躍 し た 他 の 女 性 た ち と 共 に 取 り 上 げ ら れ て い る 。
他 に 、HelgaSchwarz=MariaLehner-eineVerschollenedesExils?Exilfor-
schung.Band5.Munchen1987,S.127-133.と 同 著 者 の=Internationalistinnen.
SechsLebensbilder.Berlin1989,S.?7-109.が あ り 、 な お 、 本 稿 で は 後 者 か ら 多
く の 示 唆 を え た 。
2.亡 命 ド イ ッ 人 の 救 援 機 関 で 、 と く に 学 者 、 作 家 、 芸 術 家 、 音 楽 家 等 に 就 職 紹 介 や
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5.彼 女 の 全 体 像 を 把 握 す る た め に は 、 兄 弟 と の 関 係 に つ い て 詳 し い 論 究 が 必 要 と さ
れ る が ・ こ こ で は 今 後 の 課 題 と し て ひ と ま ず 立 ち 入 ら な い
。
6.当 時 の ブ ダ ペ ス ト の 知 的 文 化 的 環 境 は 彼 女 に 多 大 な 影 響 を 及 ぼ し た と 思 わ れ る
。
例 え ば 、 ジ ョ ン ・ル カ ー チ:ブ ダ ペ ス ト の 世 紀 末 。(早 稲 田 み か 訳)白 水 社1991
年 。175頁 参 照 。
7.唯 一 の 可 能 性 は ス イ ス 留 学 で あ っ た 。 ロ ー ザ 。ル ク セ ン ブ ル ク も チ ュ ー リ ヒ で 学












1972,S.218.な お 同 一 の 記 述 が:Totgesagt .Erinnerungen.Halle-Leipzig1990
,
S.233.に あ る 。 ま たHelgaSehwarz:MariaLeitner-eineVerschollenedes





15.こ れ は 全 く奇 妙 な こ と だ が 、 筆 者 が 調 べ た 限 り で は 、 彼 女 の 名 前 は 見 当 た ら な い
。
ひ ょ っ と し て ・ 彼 女 の 非 合 法 活 動 と 関 連 し て い る の か も 知 れ な い 。 し か し
、 漏 れ は
当 然 有 り 得 る こ と な の で 、 さ ら に 調 べ て 完 全 を 期 し た い 。
lfi.GuyStern:Exil-JugendbucheralsPolitikum
,in二"WiderdenFaschismus.
ヒ トラー ・フ ァ シズ ム と闘 った人 び と(1)31
ExilliteraturalsGeschichte.Hrsg.vonSigridBauschingerandSusanL.
Cocalis."TubingenandBasel1993,5.41.
17.今 の と こ ろ 資 料 か ら 裏 付 け ら れ る の は 「AmericanGuildforGermanCultural
Freedom」 か ら の 資 金 援 助 の み で あ る 。
18.H.Schwarz:Internationalistinnen,S.9?-98.
19.本 の 体 裁 を と っ て 出 版 さ れ た の はX985年 で あ る 。 注10参 照 。 な お 彼 女 は 、 「 ドイ ッ
国 内 へ の 非 合 法 の 旅 行 と 、 こ れ ま で 本 の 形 で 出 版 出 来 な か っ た ヒ ト ラ ー ・ユ ー ゲ ン
ト に 関 す る 小 説 に よ っ て 、 私 は 資 金 が 完 全 に 無 一 文 と な り ま し た 」 と 、 「American
GuildforGermanCulturalFreedom」 へ 書 き 送 っ て い る 。Deutsche
IntellektuellenimExi1,S.507.参 照 。
20.H.Schwarz:Nachwort,in:Elisabeth,einHitlermadchen,S.483.
21.DeutscheIntellektuelleimExil,S.507f.な お 、 以 下 の 記 述 は こ こ に 収 録 さ れ
て い る 彼 女 のrAmericanGuildforGermanCulturalFreedom」 宛 の 手 紙 に 基
づ く。
22.a.a.O.,5.509.
23.H.Schwarzに 直 接 聞 い た と こ ろ に よ る と 、DieInternationaleFriedenskonferenz
ausAnlaBdesSpanienkriegesの さ いMariaLeitnerはTheodoreDreiserの 一




ど が あ る の で 、 む し ろ 彼 女 は 、 彼 の パ リ 滞 在 中 ず っ と 秘 書 の 役 割 を 果 た し て い た の
で は な い か と 推 察 さ れ る 。
24.HelgaSchwarz:MariaLeitner‐eineVerschollenedesExils?,S.132--133.
か ら 引 用 。
25.DeutscheIntellekutuellenimExil,S.509.
26,a.a.O.,S.510.
27.a.a.0.,S.133.マ リ ア ・ ラ イ トナ ー は ア ブ シ ュ に 、 こ の 非 合 法 の 出 会 い の さ い 、
出 国 お よ び 国 外 脱 出 の 可 能 性 に っ い て 相 談 し て い る 。 な お 、AlexanderAbusch:
DerDeckname.Berlin1981,S.569.参 照 。
28.ベ ル ギ ー の レ ジ ス タ ン ス グ ル ー プ の 一 員 と な っ た と い う 説 、 親 衛 隊 に 逮 捕 、 拉 致
32





30.マ リア ・グ ロ ル ム ス は1934年 に 、38歳 の 時、 わ れ わ れ の 眼 前 か ら姿 を消 し、 ふ た
た びそ の 自由 に な っ た姿 を 見 せ る こと は な か った。 そ れ ゆ え、 と くに そ の非 合 法 活
動 時代 と10年 間 の拘 禁 時 代 の足 跡 を辿 る こ と は容 易 で はな い。 非 合法 活 動 は
、 言 う
ま で もな く、 活 動 自体 が す べ て秘 密 裏 に行 わ れ るの で 、 全体 像 は もち ろん そ の一 片
を捉 え るの も非 常 に困 難 で あ る。 ヴ ァル トハ イ ム刑 務 所(注38参 照)と ラー ヴ ェ ン
ス ブ リ訟 ッ ク強 制 収 容 所(注42参 照)時 代 に っ い て は
、 た った一 人 の妹 ッ ェ ッ ィー
リア の証 言 ・ 強 制 収 容 所 を生 き延 び た か つ て の仲 間 た ち に よ って 貴 重 な証 言 が もた
ら され た。 ゾル ブの作 家 マ リア ・クバ シ ュが そ れ らを丹 念 に集 め て 「Sterneiibear
demAbgrund.DasLebenvonMariaGrollmuB .Berlin1976.」 を 書 い た 。 以
下 これ に基 づ く。
31.RuthSeydewitz:AlleMenschenhabenTraume .MeineZeit-MeinLeben .
Berlin1978,S.160-188.こ の辺 の事 情 は著 者 の 個 人 的 体 験 を通 して こ こ に 詳 し く
書 か れ て い る。 な お 、 同書184--191頁 に は マ リア ・グ ロ ル ム ス と の交 流 に つ いて の
記 述 が あ り・ 彼女 を極 め て 高 く評 価 して い る。 ま た、 個 人 体 験 を小 説 の形 で 書 い た
「EvaLippold:Leben,wogestorbenward .Berlin1978」 の中 で は、 収 容 所 内 の
状 況 が描 か れ、 マ リア ・グ ロル ム ス も実 名 で登 場 して い る(92--107頁)。 「素 質 と
受 け た深 い教 育 が マ リア ・グ ロル ム ス博 士 に優 しい忍 耐 力 、 用心 深 い賢 明 さを備 え
させ た」 と彼女 は書 か れ て い る。
32.a.a.O.,S.x.89.
33.こ の非 合 法雑 誌 の タイ トル に関 して は、1933年 以 前 の 「ロー テ ・ブ ラ ッ ト」 と い
うカ トリッ ク社 会 主 義 者 の雑 誌 の タイ トル と殆 ど同 じで あ り、興 味 深 くか つ啓 発 さ
れ る と こ ろが 多 い。
34.MaxSeydewitz:Eshatsickgelohntzuleben .Erkenntnisseand
Bekenntnisse.Berlin1976,S .331-335.
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37.a.a.0.,S.95.な お 、 ヘ ル マ ン ・ライ ンム ー ト博 士 に はr国 家 反 逆 」 罪 で10年
の禁 固 刑 、 ヴ ィ リ ・エル ス ナ ー に は 「政 党 再 建 法 」 違 反 で1年6ケ 月 の禁 固 刑 が下
され た。 ライ ン ムー ト博 士 はザ クセ ンハ ウゼ ン強 制 収 容 所 に入 れ られ、1942年 に そ
こで死 亡 した。
38.同 時期 ヴ ァル トハ イ ム刑 務 所 で過 ご した ブ リ ッ ツ ・ゼ ル プ マ ン は伝 記 「Alter-
nativeBilanzCredo.VersucheinerSelbstdarstellung.Berlin1969,S.26&・301」
の 中 で 、 そ こで の 非 人 間 的 な悲 惨 な生 活 条 件 を描 いて い る。 しか し・ そ の よ うな状
況下 で もマ リア ・グ ロル ム ス は、 ゼ ル プマ ン同様 、反 フ ァシ ズ ム闘 争 を 止 め る こ と
が な か っ た 。 な お 、 こ の 刑 務 所 に っ い て はrMartinHabicht:Zuchthaus
Waldheim1933-1945.Berlin1988.」 に詳 し く記 述 され て い る。
39.KitoLorenc(Hrsg.):Serbskacitanka.SorbischesLesebuch.Leipzig1981,S.
475.マ リア ・グ ロル ム は妹 へ の手 紙 で こ う書 い て い る。 「暗 い 時代 に は小 さ く て も
新 しい 炎 を灯 さね ば な りま せ ん。 そ して小 さ くて も新 しい明 か りを点 け な け れ ば な
り ませ ん。 暗 い 時代 に も十 分 で はな くて も明 か りは灯 る こ とが 出来 る で しよ う。」
こ こで は、 絶 望 の 中 で も絶 え ず 希望 とい う明 か りを灯 し続 け よ う とす る彼 女 の 前 向
きな気 持 ち が読 み取 れ る。 な お、 彼 女 の妹 宛 の 手紙 は1945年 戦 争 終 了 時 に ラ デ ィ
ボ ー ルで大 部 分 が 破 棄 され た。
4U.SternefiberdemAbgrund,S.113.
41.a.a.0.,S.119.な お 、 後 に ラー ヴ 」・ンス ブ リュ ック強 制 収 容 所 で ドレー ス デ ン
時代 の 囚人 仲 間 リ タ ・シ ュペ ン グラ ー博 士 に この事 を語 って い る。
42.女 性 のみ を収 容 す る強 制 収 容 所 。 主 に各 国 の政 治犯 が ヨー ロ ッパ 中 か ら集 め られ 、
こ こに入 れ られ た。1940年 に は5,000人 、 戦 争 終 了 時 に は30,000人 が 収 容 さ れ て い
た。 囚 人 を対 象 とす る人 体 実 験 、 医 療実 験 が 行 わ れ た。 約92,000人 が この 収容 所 で
命 を落 と した と言 われ て い る。 「カ フ カ の 恋 人 」 ミレ ナ ・イ ェ セ ン ス カ も、 マ リ
ァ ・グ ロル ム ス と同 じ頃(1944年5月17日)、 こ こで死 ん だ 。47歳 で あ った。 な お 、














50.a.a.0.,S.83.か ら 引 用 。
51.ヴ ォ ル フ ガ ン グ ・ ヴ ィ ッ パ ー マ ン 「ド イ ッ 戦 争 貴 任 論 争
、 ド イ ッ 「再 」 統 一 と ナ
チ ズ ム の 「過 去 」」(増 谷 英 樹 ・他 訳)
、 未 来 社 、1999年 、9--10頁 。
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付記
この小論 はすで に部分 的に発表 した ものを加 筆 ・修正 して新 た な構成 の
下 に纏 めた もので ある。
